
 

 

 

 

 
 

基幹教科としての「算数・数学」の授業を大切に 

              岡崎市現職研修委員会算数・数学部 部長 高鍬 利行  
 

７年ぶりの主任会の景色は違っていました。指導員はもちろん，世話係や
主任の顔ぶれはすっかり若返っていたのです。学べる主任会をめざそうと，
指導員によるミニ講座，世話係による要点を絞った手際のよい提案で，内容
のある会になりました。新しい時代が始まろうとしている今，伝統ある岡崎
の算数・数学部が，人が変わろうとも着実にバトンが受け継がれ進展してい
ることを感じた１日で，大変うれしく思いました。 
新年度を迎え，小学校では来年度，中学校では再来年に学習指導要領の完全実施となります。

教科書会社から配付された移行用教科書，市の授業改善委員会からも，ありがたいことに移行措
置に関する冊子が配られました。移行措置は限られた学年においての実施となりますが，もれる
ことなく授業に組み込んでいく本年度です。よろしくお願いします。 
さて，連休中に「算数指導の疑問 これですっきり」「数学指導の疑問 これですっきり」の

２冊の本を改めて読み返しました。私は「授業づくり」には，授業論と教科論の２つに分けて考

えるとわかりやすいと感じています。授業論とは，子供を生かし，思考停止をさせないように進

めていくことで，どの教科でも成り立つような方法や考えです。教科論とは，その教科のねらい

に合わせた大切な道筋や段階，見方や考え方で学びの中心部分ととらえてみるとよいと思いま

す。学習指導要領の重要なポイント「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けては，この両面

をしっかりもつ必要があるのではないかと感じています。特に，「深い学び」を保障するために

は，教科論が不可欠ではないでしょうか。若いころ先輩の先生に，それぞれの教科の特性を考え

た授業をするよう厳しく指導されたことを思い出します。この２冊には，学年や領域ごとの見方

や考え方をもとに指導法が簡潔にかかれており，教科論としての大切なエキスがたくさんつまっ

ています。学習指導要領解説や指導書などにも，教科として大切なことが記されています。職員

同士の対話の中に，算数・数学の教科論や授業論について深めてもらえるとありがたいです。 
本年度，算数・数学部では，「声が聞こえ，つながりを大切にする部会」「積み重ねてきた財

産を生かす部会」を目標としています。これは，世話係会での声をまとめたものです。また，以
下のように進めていきますので，ご理解とご協力をお願いします。 

 
・６月８日（土）午後には，梅園小学校をお借りして授業研究会（読書会）を開きます。アイデ
ア集を使った５年生の授業ののちに，パネルディスカッションを行い深めます。 

・読書会では，形式を工夫して，多くの人の声が聞こえるよう改善します。 
・基礎学力調査は２学期のみ行い，結果を生かすことに力点をおき活用できるようにします。 
・ＯＫリンクのメール配信を有効に利用して，授業力向上の一助となるようにします。 
 この他にも，算数・数学部の有志の方が作成している「深い学び」に関する本が，２学期に発
刊される予定です。 
 
小中学校ともに時間数が多い算数・数学は，基幹教科といわれます。教科論・授業論を高める

よい機会を提供できる１年にできればと考えています。１年間，よろしくお願いいたします。 
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☆研究主題☆ 
基礎的・基本的な数学的な知識・技能，見方・考え方を身に付け，主体的に問題を解決し活用す

る授業の工夫 
・数学的活動を通して，基礎的・基本的な知識・技能を育てる。 

・日常や社会の中での事象，数学の事象から問題を見いだし，協働的に問題解決を図る活動を大切に

する。 

・既習事項を生かし，見通しと振り返りを大切にして追究し，新しい概念を導き出したり，内容の定

着を図ったりする。 

・多面的なものの見方や論理的に考える場を設定し，数学的な見方・考え方を育てる。 

・数学のよさを生かして学習した内容を進んで活用する態度を育てる。 

・ノート指導を工夫し，思考を整理させ，根拠を基にして筋道立てて考え，表現する力を育てる。 

 

☆アイデア集の授業の紹介（小学校第６学年６月） 
 対象学年：小学６年 単元：円の面積（教科書 P245） （アイデア集 第 32集 P52,53）  

 指示１ 色をぬった４つの部分をあわせた面積を求めなさい。 

 指示２ 同じように三角形，五角形についても面積を求めなさい。  

発問  何かきまりがありませんか。 

「円の面積」のまとめとして，多角形の内角の和と円の中心

角を関連づけて円の面積を求める発展的な問題です。教科書

では，四角形の頂点を中心に円の一部をかいて色が付いてい

ます。アイデア集第 32集 P53をコピーして児童に配付し，

実際にはさみで切らせます。四角形のア～エの部分を切り取

り，４つを組み合わせると，１つの円になります。同じよう

に三角形も行ってみると，半円になります。そこから，多角

形では，角が１つ増えると，半円分ずつ面積が大きくなるこ

とに気付きます。 

 五角形については内角の和が 540 度なので，円１つと半

円分の面積になります。本来であれば，５年生で学習したよ

うに五角形を３つの三角形に分け，内角の和が 540 度であ

ることを押さえ，そこから面積を求めます。しかし，P53の

ワークシートを利用すれば，視覚的にア～オを組み合わせる

と円１つと半円となることが捉えられます。同様に六角形も

円２つ分になっていることに気付くでしょう。 

 子どもたちは，作業を通して多角形の内角の和と円とを                     

関連付けて円の面積を求めることができます。 

 

☆算数・数学部の活動予定☆  

 ①第１回読書会 

５月２１日（火）１８時３０分から 総合学習センターにて 

※主任会から日程が変更していますので，お気を付けください。 

内容：柴田録治先生と三浦鎌次先生の講話をしていただく予定です。 

②算数・数学部歓送迎会 

 ５月２８日（火）１８時３０分から 岡崎ニューグランドホテル３Ｆ 飛竜の間にて 

※お世話になった先生方に感謝するとともに，多くの方との親睦を深める機会にしたいと思います。 

  ※情報交換会は１１月２５日（月）（岡崎ニューグランドホテル）を予定しています。 

 ③授業研究協議会 

  ６月８日（土）１３時３０分から 梅園小学校体育館にて 

  内容：算数・数学科指導員の加藤良彦先生（六ツ美中）に授業公開をしていただき，協議会（パ

ネルディスカッション）を行います。 


